
令和６年３月６日現在
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：８０％以上の正規教員がChromebookに月に10
日以上ログインし活用した。
３：７０％以上の正規教員がChromebookに月に10
日以上ログインし活用した。
２：６０％以上の正規教員がChromebookに月に10
日以上ログインし活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。
４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけ
た。
３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。
４：「組織的対応ができた」と全教員が回答し
た。
３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。
４：「組織的対応ができた」と全教員が回答し
た。
３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織
的に対応した。
３：必要な事案に対しておおかた会議を実施し
た。２：必要な事案に対してあまり会議を実施しな
かった。
１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せ
ず、組織的な対応をしなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

Ｃ

１：
70％
未満 Ｄ

３

83％

　学校のHPについては、月に１回
更新を行い、学校だよりや教育活
動の様子について発信を行った。
また、まなびポケットのチャンネ
ル機能を活用し、各学級からより
詳細な情報の周知を行うことがで
きた。
さらに、学校から発信される配布
物等については、電子配布の定着
が図れるようになった。

　地域教育連絡協議会では、学校
公開日に開催し授業での様子を見
ていただいたり、学校へのご意
見・ご感想を直接聞くことができ
た。

　学校地域支援本部を有効活用し
て、各学年で校外学習の保護者ボ
ランティアやゲストティーチャー
等の協力をいただくことができ
た。

Ａ 10

〇連絡協議会に参加させていただき、学校の様子、子供た
ちの様子を見ることができてとても良かったです。学校の
進化にもすばらしいと思っています。

〇大変熱心な校長先生をはじめ、地域の方々の協力の連係
プレーのすばらしさが、小池小の教育の証となっているの
ではないでしょうか。すばらしい教育です。子供たちは幸
せです。

〇地域として、学校への協力があまりできませんでした。
見守りは行ってまいります。

〇多岐にわたる開かれたイベントとそのつながりが見えま
した。質、量ともに十分と思えました。

地域教育連絡協議会において、児童・生
徒の変容等の具体的な資料を作成して、
評価に必要な学校の情報を適切に提供
し、適正な評価を受けるよう努める。

4
３：
80％
以上

B

プ

ラ

ン

６

　

学

校

・

家

庭

・

地

域

が

一

体

と

なっ

て

と

も

に

進

め

る

教

育

学校・家
庭・地域が
担う役割な
どを明確に
し、地域に
開かれた教
育の実現を
目指しま
す。また、
相互の連携
を深め、子
どもを育て
る仕組みを
作ります。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等を
ホームページ等で公開及び更新すること
により、積極的に情報を発信する。

4

保護者アンケートで
「保護者や地域と連
携しながら教育活動
を進め、開かれた学
校とする努力をして
いる」と回答した保
護者の割合

４：
90％
以上

学校支援地域本部と連携するなどして、
地域力を生かした特色ある教育活動を実
践する。

4
２：
70％
以上

Ｃ

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

3

１：
70％
未満 Ｄ

３

87％

　学校公開のアンケートは、学
年、学校で共有し、良い部分は広
げ、いただいたご意見については
可能な限り改善を図った。

　各教職員の専門性を生かし、研
修で学んだことや研究発表会に参
加した際には、校内研修等を通じ
て、情報共有を図ることができ
た。また、年間を通して、計画的
にOJTを実施することができ、若手
教員の授業力向上だけでなく、若
手を指導する教員の資質向上にも
つながった。また、ICT研修も経営
専任主任を中心に学期に１回程度
計画的な内容で実施し、効果的な
ICT危機の活用について啓発を図る
ことができた。

　校内特別支援委員会を定期的に
実施し、都の心理士や外部の専門
職のアドバイザー等に来校してい
ただき、特別支援教育についての
推進を図ることができた。

Ａ 9

〇こちらも時間のない中、先生方の努力を感じます。

〇確実な教育環境を踏まえると、OJTのみならず、OffJTの
必要性も感じる。

授業改善セミナー等の研修成果を生か
し、主任教諭が助言・支援を行う校内研
修等を実施しOJTを充実させる。

4
３：
80％
以上 Ｂ 1

プ

ラ

ン

５

　

魅

力

あ

る

教

育

環

境

づ

く

り

児童・生徒
が安全・安
心に学校生
活を送るた
めに、教員
の指導力向
上と良質な
教育環境を
つくりま
す。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

4

保護者アンケートで
「楽しく分かりやす
い授業を行っている
か」と回答した保護
者の割合

４：
90％
以上

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

4
２：
70％
以上

Ｃ

１：
70％
未満 Ｄ

4

　令和４年度の体力テストの結果
から、今年度は「握力」を中心に
朝の運動朝会を行った。学期ごと
に課題を定め、教室でできる運動
を教員が計画的に実施し、動画配
信をして継続的に取り組むことが
できた。また、巧緻性を高める
「コオーディネーショントレーニ
ング」も積極的に取り入れること
ができた。

　食育については、栄養士が計画
的に取組み、毎日の給食の献立の
説明を担任をとおして行うことが
できた。

Ａ 9

〇年齢を重ねると健康が一番になります。スポーツの楽し
さを知ってほしいです。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした
「食育」を推進する。

4

３：
80％
以上 B 1

プ

ラ

ン

４

　

体

力

の

向

上

と

健

康

の

増

進

スポーツに
親しむ心の
育成や、運
動習慣の定
着による体
力の向上な
ど、生涯に
わたって健
康増進を図
る意識の向
上をめざし
ます。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組
等を通して、児童・生徒や保護者に対
し、望ましい生活習慣についての意識啓
発を行う。

4

継続的に体の柔軟性
や巧緻性を高めた
り、瞬発力を向上さ
せたりするための取
組をした学級の割合

４：
90％
以上

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

4

２：
70％
以上

２：
70％
以上

Ｃ

問題行動・不登校問題等にかかわる児
童・生徒に関するケース会議等を実施す
る。

4
１：
70％
未満

Ｄ

３

86％

　毎週の生活指導夕会において、
いじめや不登校、問題行動に関す
る情報共有を行い、未然防止、早
期発見、早期対応になるよう組織
的な対応を行った。
　また、交通安全や社会のルー
ル、校内の決まりなど、適宜教職
員で共通認識し、指導の徹底につ
なげることができた。

　道徳授業地区公開講座では、
「主として自分自身に関するこ
と」の内容について全学級で特別
の教科　道徳の授業を公開するこ
とができた。また、授業後の講演
会においても講師の先生を招き、
子供の自尊感情を高める家庭の在
り方についてお話しいただき、昨
年度よりの多くの保護者の参加が
あった。

Ａ 9

〇子供たちに未来への希望を満たすには、大人の心が豊か
にならないとと思います。

〇特にストレス症状の見られる児童への配慮に感謝申し上
げます。（ステップアップルームなど）

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行
う。

2
３：
80％
以上

Ｂ 1

プ

ラ

ン

３

　

豊

か

な

心

の

育

成

子ども一人
ひとりの正
義感や自己
肯定感、自
己有用感な
どを高める
とともに、
自他の生命
を尊重する
心を育成す
るなど、未
来への希望
に満ちた豊
かな心をは
ぐくみま
す。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高め
る。

4

児童アンケートで
「自分にはよいとこ
ろがある」と回答し
た児童の割合

４：
90％
以上

学校生活調査（メンタルヘルスチェッ
ク）の結果よりストレス症状のみられる
児童・生徒に対して組織的に対応する。

4

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見等のための取組
を実施する。

4

Ｃ

授業改善推進プランを、授業に生かす。 4

１：
70％
未満 Ｄ

４：
90％
以上

３

86％

　学期ごとに学習効果測定の結果
やタブレットドリルの進捗状況な
どを基に、児童、保護者に学習の
到達度やつまずき等を知らせるこ
とができた。
　今後は、ICTのさらなる効果的な
活用方法を模索していくととも
に、学習者用のデジタル教科書の
効果的な活用方法についても引き
続き検討していく。

　第３・４学年の算数補習教室で
は、学習補助員を活用して、つま
ずきの多い学習内容について個別
に対応することができた。

Ａ 10

〇時間のない中、先生方の努力を尊重します。

〇タブレットだけではうまく学習できないと感じる時が
あった。本質を欠かないICTの活用を希望する。

３：
80％
以上 Ｂ

２：
70％
以上

プ

ラ

ン

２

　

学

力

の

向

上

児童・生徒
一人ひとり
の学ぶ意欲
を高め、確
かな学力を
定着させま
す。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、
一人ひとりの学習のつまずきや学習方法
について、指導する。

4

児童アンケートで
「学習（授業）が楽
しい」と回答した児
童の割合

算数・数学到達度をステップ学習チェッ
クシートで児童・生徒、保護者に知らせ
る。

3

学習補助員等による算数・数学・英語の
補習を実施する。

4

4

２：
70％
以上

Ｃ

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実
践」運動を実践する。

4
１：
70％
未満

Ｄ

10

〇スピーチ大会や「おおたの未来づくり科」の取組みを通
じて、高いレベルでの教育を実践している。

〇大勢の子供たちがいるので、個々の力を発揮させること
の難しさを感じます。

〇研究発表の内容は、大変すばらしかった。それだけに、
保護者の皆様にも広く共有したい。

論理的、科学的な思考力の育成を目指
し、「おおたのものづくり」を生かした
体験活動や理数授業等を実施する。

4
３：
80％
以上

Ｂ
学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、
ＩＣＴ機器を活用した授業を実施する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業
を実施する。

学校関係者記入欄

プ

ラ

ン

１

　

未

来

社

会

を

創

造

的

に

生

き

る

子

供

の

育

成

コミュニ
ケーション
能力、情報
活用能力、
ともに生き
る力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに
対応する子
どもの力と
自信を身に
付けます。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の
育成等を図っている。

4

　５、６年生のアン
ケートで、「コン
ピュータやインター
ネットなどを活用し
て、情報を収集して
自分の考えをまとめ
たり、発表したりす
ることができる」と
回答した児童の割合

４：
90％
以上

４

94％

　来年度の教育課程特例校の先行
実施に向けて、教科「おおたの未
来づくり」における第５・６学年
の単元計画の作成と他教科との関
連について見直しを行うことがで
きた。また、第１～４学年につい
ては、創造的な資質・能力の育成
に向けた素地として、各教科の実
践の見直しを行うことができた。
　令和６年度は、教科「おおたの
未来づくり」を実施しつつ、区内
の他学校のメンターの役割として
助言できるようにする。

　タブレット端末の活用について
は、どの学級においても毎日授業
で活用しており、抵抗なく児童は
使用することができている。主
に、意見交換や情報収集、資料作
成などについて、各教科で取り組
むことができた。

Ａ

令和５年度　大田区立小池小学校　自己評価　報告書

学級数25　児童数824名である。
オープンスペースという恵まれた環境と大規模校の強みを生かし、学級、学年の壁を越えた交流活動を行い、豊かな心とコミュニケーション能力の育成を図っている。
おおた教育ビジョン　プラン１「未来社会を創造的に生きる子どもの育成」に重点を置き、「おおたの未来づくり科」新設に向けた研究実践校として研究を行っている。

大項目 目標 取組内容 取組指標
取組
評価

目標に対する成果指標
成果
評価

これまでの取組
今後の改善策


